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A Study on Characteristics of Oceanic Conditions 




















した 8地点 (St5、6、8、11、22、23、25、35、◎印の 8地点）である。解析期間は2007年4月～
2008年3月の 1年間である。また、解析に用いたデータは月1回の観測をもとにした年間12回の観
測データである。解析に用いた海況特性の要素は、気温、水温、塩分、 pH、溶存酸素 (DO)、

























表 lに解析を行なった 8地点 (St5、6、8、11、22、23、25、35)の気温、水温、塩分、 pH、
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表1.解析地点の海況特性の年平均値
地点名
St5 St6 St8 St11 St22 St23 St25 St35 調査項目
全水深(m) 11.6 12.1 5.6 16.7 14.2 6.0 16.3 25.6 
気温（℃） 17.6 17.8 18.0 17.6 18.0 17.8 17.6 18.0 
透明度(m) 2.6 2.6 1.4 2.6 3.2 2.2 2.4 4.0 
水温（℃） 18.3 18.4 18.7 18.6 18.0 19.0 18.0 18.3 
塩分（％） 24.6 26.5 19.8 26.0 28.3 21.8 24.8 29.5 
pH 7.9 8.2 7.9 8.0 8.3 7.8 8.2 8.4 
溶存酸素(DO)(mg/L) 7.4 10.2 7.0 8.1 10.0 7.7 9.2 10.0 
溶存酸素飽和度（％） 91.0 129.8 84.4 101.4 125.8 94.5 113.3 127.4 
クロロフィルa(mg/m3) 17.0 30.3 13.8 19.2 24.5 19.1 23.1 18.1 
COD (mg/L) 3.8 4.3 4.2 4.0 3.8 5.4 4.1 3.2 
T-N (mg/L) 2.3 1.7 2.5 2.3 1.1 3.9 1.7 0.8 
T-P (mg/L) 0.19 0.15 0.16 0.18 0.08 0.45 0.12 0.07 
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図7. 東京港沖南側 (St35)の表層と下層の溶存酸素飽和度 (DO/SDO)の相関図（左）、
表層のクロロフィルaと下層の溶存酸素 (DO)の相関図（右）
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図15. 有明西埠頭沖 (St6)の表層の全窒素 (T-N) とクロロフィルaの相関図（左）、
表層の全リン (T-P) とクロロフィルaの相関図（右）
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東京湾(St6)の透明度とクロロフィルaの相関図
(2007年4月-2008年3月）
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図16.有明西埠頭沖 (St6)の表層のクロロフィルaと透明度の相関図
6. 有明西埠頭沖 (St6) と東京港沖南側 (St35)の海況特性の比較解析結果
および考察
ここでは有明西埠頭沖 (St6) と東京港沖南側 (St35)の海況特性について比較解析を行った。
特に有明西埠頭沖 (St6)では解析を行った 8地点のうち、赤潮発生回数が 4回と最も多くなっ
ている。海況特性の比較解析によってこの原因について考察を行なった。
図17に有明西埠頭沖 (St6) と東京港沖南側 (St35)のクロロフィルaの相関図を示す。この図
から、クロロフィルaは、東京港沖南側 (St35) よりも有明西埠頭沖 (St6)でかなり大きくなっ
ていることが分かる。
次に、有明西埠頭沖 (St6) と東京港沖南側 (St35)の表層水温、表層塩分、下層水温、下層
塩分の相関図を図18、19に示す。まず、表層水温は両地点ともほぼ同じであるが、表層塩分は、
有明西埠頭沖 (St6)が東京港沖南側 (St35) よりも小さくなっており、この傾向は夏季により
顕著となる。下層水温は、両地点ともほぼ同じであり、表層水温よりも低くなっている。また、
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図19. 有明西埠頭沖 (St6) と東京港沖南側 (St35)の下層水温の相関図（左）、下層塩分の相関図（右）
-25-











y = 0.82 X 










y = 0.86x 
R = 0.86 
2 
20 40 60 80 100 120 
St35の下層溶存酸素飽和度（（％）
4 6 8 10 
St35の下層溶存酸素DO(mg/L)
12 





























小倉紀雄偏 (1993) 東京湾 -100年の環境変遷—、恒星社厚生閣．
有田正光編著 (1998) 水圏の環境、東京電機大学出版局．
田中昌宏 (2001) 内湾の生態系シミュレーション、ながれ20-5、日本流体力学会、 354-364.
小野佐和子、宇野求、古谷勝則 (2004) 海辺の環境学、東京大学出版会．
宇野木早苗 (2006) 有明海の自然と再生、築地書館．
中村充、石川公敏編 (2007) 環境配慮・地域特性を生かした干潟造成法、恒星社厚生閣．
生態系工学研究会編 (2009) 大阪湾、恒星社厚生閣．
本田直久 (2009) 海洋碁本法と海洋基本計画、環境情報科学38-2、3-7.
河宮未知夫 (2009) 地球温暖化と海洋環境の変化、環境情報科学38-2、14-19.
細川恭史 (2009) 海の再生への取り組み、環境情報科学38-2、25-30.
-27-
